
患者指導用リーフレット



ご使用時の注意
❶週2回（3～4日に1回）「貼りかえ日」を決めて、貼りかえてください。（例えば、月曜日と木曜日、

火曜日と金曜日など）

❷新しいお薬に貼りかえる時は、前回とは別の位置に貼ってください。

❸貼り忘れた場合には気がついた時にできるだけ早く貼ってください。

❹貼りかえ日以外の入浴時は、お薬を貼ったまま入浴してください。

　ただし、お薬の上から強く洗ったり、こすったりしないでください。

❺お風呂からあがってすぐに貼ると、汗や湿り気などではがれやすくなるので、入浴直後は避け、

十分に乾いてから貼ってください。

❻貼った後にはがれてしまった時は、そのお薬を再び貼るか、はがれて粘着力が低下し、貼り直せな

い場合は、新しいお薬を使用してください。

❼お薬を半分などに切って使用しないでください。

❽お薬を貼った場所がかゆくなったり赤くなったりした時は、貼る位置を変更してください。また、

これらの症状が続く場合は医師に相談してください。

❾使用中に月経のような出血がみられることがあります。その際は医師にご相談ください。

●医師の指示に従い、定期的に診察・検査を受けてください。

病院・医院・薬局名
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保管上の注意

●使用するまでは、袋を開けないでください。
●開封後は速やかに貼ってください。
●子供の手の届かないところに保管してください。また、捨てる際にも
子供が誤って貼らないように注意してください。

●本剤は、冷蔵庫（2～8℃）に入れて保管してください。

※異常が認められた場合には、すぐ医師または薬剤師にご相談ください。

監修 ： 東京歯科大学市川総合病院 産婦人科教授　髙松 潔 先生

医師または薬剤師の指示に従って使用してください。

をご使用の患者さんへ



メノエイドⓇコンビパッチは皮膚から吸収されるタイプのお薬です。あらかじめ貼る場所

をよく拭いて、水分や汚れを十分に取り除いてください。また、このお薬は週2回定め

られた日に貼りかえてください。（例えば月曜日と木曜日、火曜日と金曜日など）

の使い方

医師または薬剤師の指示に従って使用してください。

●中のお薬をキズつけ
る可能性があるので
ハサミは使わないで
ください。 ●貼付部位の皮膚を拭い、清潔にしてから貼りつけて

ください。
●貼付部位の水分は十分に取り除いてください。
●貼りかえの際は、前回と別の位置に貼ってください。

●ベルトや下着のゴムがあたる
場所など、こすれたりしわが
寄りやすい場所は避けてくだ
さい。

●乳房には貼らないでください。
●傷口や湿疹・皮膚炎のある場
所には貼らないでください。
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メノエイドⓇコンビパッチQ&A

どんなお薬ですか？

更年期などで、女性ホルモンが減少した時に生じる症状、特に、「ほてり」、「汗をかきやすい」などの症状を改善さ

せるために、少なくなった女性ホルモンを補充するお薬です。

なぜ貼り薬なの？

女性ホルモンは、皮膚からも吸収されることが分かっているため、貼り薬が開発されています。女性ホルモンを皮膚

から吸収させると、肝臓を通らずに血液中にホルモンが届き、脂質代謝などに及ぼす影響が少なくなるためです。

どんな成分が入っているの？

メノエイドⓇコンビパッチには、2種類の女性ホルモンが含まれています。一つは、更年期症状を改善させる働き

のある卵胞ホルモン（エストロゲン）、もう一つは、卵胞ホルモン（エストロゲン）による子宮内膜増殖を抑制し、

子宮内膜がんのリスクを減らすために配合している黄体ホルモンです。

主な副作用は？

次のような症状が現れることがあります。

  ・乳房の張った感じ、押すと痛い　・月経様の出血／おりものに血が混じる　・貼った部位が赤くなる／かゆみがある

これらの症状には、使用していくうちになくなるものもありますが、このお薬を使用して、気になる症状や身体の変化

があった場合は、必ず医師に相談しましょう。

他のお薬と一緒に使用していいの？

抗てんかん薬など、メノエイドⓇコンビパッチの効果に影響するお薬があります。他のお薬と使用する前には、必ず

医師または薬剤師にご相談ください。
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透明な台紙（捨てる方）お薬

　袋の切り口を手で破り、中か
らお薬を取り出してください。

　粘着面に触れないように
透明な硬い台紙の片方（半
円形）をはがしてください。

　お薬（円形）の半分を下腹
部に貼りつけ、もう片方の台
紙をはがしながら、全体を下
腹部にしっかりと貼りつけて
ください。

　手のひらで全体を押さえてお薬のフ
チ部分もきちんと貼りつけてください。

しばらく押しつけると
はがれにくくなります。

台紙からお薬をはがしてお腹（下腹部）に貼る2 手のひら全体で押さえる3お薬を取り出す1
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